
2025 年度（令和 7 年度） 健生ナーサリー 職員自己評価結果（公表用） 

 

実施時期： 2026 年 3 月 対象職種： 保育士、保育補助（子育て支援員）、事務員 実施人数： 6 名 

 

1. 総評 

健生ナーサリーでは、名古屋市の評価基準に基づき、全職員による年度末自己評価を実施いたしました。全体

として「子どもの人権尊重」や「安全管理」において高い意識を持って保育にあたっていることが確認されまし

た。一方で、地域連携や小学校との接続、専門性のさらなる向上に向けた研修機会の確保などが次年度の課題

として明確になりました。 

 

2. 評価項目別の分析 

Ⅰ. 保育理念（平均スコア：2.62） 

• 強み： 子どもの人権配慮、身体的・精神的苦痛の排除、性差による偏見のない対応については、非常

に高い自己評価（スコア 2.8〜3.0）となっており、園の基本理念が職員一人ひとりに深く浸透していま

す。 

• 課題： 多様な文化や生活習慣の尊重を子どもに伝える活動（2.17）については、具体的なアプローチを

さらに深める必要があります。 

Ⅱ. 子どもの発達援助（平均スコア：2.46 / 2.36 / 2.57 / 2.69） 

• 強み： 安全で清潔な環境整備、身体を動かす遊びの提供、適切な情報の引き継ぎにおいて高い評価を

得ています。特に重大事故防止（3.5）への意識が非常に高く、安全第一の姿勢が徹底されています。 

• 課題： 小学校との連携（1.25）が最も低いスコアとなりました。就学に向けたスムーズな移行支援と、

近隣校との交流機会の創出が急務です。また、子どもへの「指示的・制止的な言葉」を減らす（1.8〜

2.0）ための意識改革も継続して行います。 

Ⅲ. 保護者に対する支援（平均スコア：2.57 / 2.3） 

• 強み： 登降園時の挨拶や言葉掛け（3.5）、保護者への相談対応（3.0）が極めて良好です。信頼関係の

構築に積極的に取り組んでいる姿勢が見て取れます。 

• 課題： 家庭ごとの細かな保育方針の把握（1.67）や、地域に向けた子育て支援情報の提供（2.2）に改

善の余地があります。 

Ⅳ. 保育を支える組織的基盤（平均スコア：2.5 / 2.87 / 2.89 / 2.43 / 2.81 / 1.76 / 2.3） 

• 強み： 重大事故防止（3.5）や衛生管理における服装・爪のチェック（3.17）など、日常の安全・衛生

ルーチンが強固です。 

• 課題： 園独自の食育計画の深化（2.0）や栽培・収穫体験の充実（1.75）、および地域ニーズの把握

（2.0）が今後の目標です。 

 

3. 今後の改善に向けた取り組み 

自己評価の結果を受け、健生ナーサリーでは以下の点に注力してまいります。 

1. 小学校・地域連携の強化 系列の認可：健生保育園と協力し、近隣小学校との情報共有や交流プログラム

を検討し、子どもたちが自信を持って就学できる環境を整えます。また、地域に向けた情報発信や交流

機会を増やし、地域に開かれた園づくりを推進します。 

2. 専門性と資質の向上 「資質向上のための積極的な学びの場（研修）」への参加を促し、職員一人ひとり

が課題解決に取り組める体制を強化します。特に、肯定的な言葉掛けの技術向上に向けた事例検討会を



実施します。 

3. 安全・災害対策の再徹底 災害対応マニュアルの熟読とシミュレーションを重ね、いかなる事態におい

ても保護者様の大切なお子様を確実に守れる体制を維持・向上させます。 

4. 食育活動の充実 栽培や収穫、調理体験の機会を増やし、子どもたちが食に対してより主体的に関われ

るような計画を策定・実施します。 

 

健生ナーサリーは、今回の自己評価結果を真摯に受け止め、子どもたちにとって「最善の利益」が得られる場

であり続けるよう、職員一丸となって保育の質を高めてまいります。 

 

 

【R7 年度 保育士自己評価チェックリスト集計 R8.3.22】は次のページ以降に添付 










